DPC解析から見た震災後の石巻医療圏の診療実態 by 永沼 慶介 et al.

















































































定・臨時手術件数推移や (2) 診療科別の臨時手術件数推移、(3) 術式
別医師別の原価管理等の分析が可能となる。






















に、震災前の平成 20 年度から 22 年度までの 3 年間と震災後の平成
24 年度について石巻赤十字病院と石巻市立病院の診療件数を推定
し、MDC2 分類による疾患グループ別に震災前の 3 年間の平均値
に対する割合を算出した。結果：震災前の平成 20 年度から 22 年度
の 3 年間における石巻赤十字と石巻市立病院を合わせた診療実績の
総和の平均は 12138 件だったのが、震災後の平成 24 年の石巻赤十
字病院単独の診療実績の総和は 12223 件で震災前の 100.7％だった。
MDC2 分類で見ると、震災前の実績から 10％以上の増加があった
もは女性生殖器疾患及び異常妊娠分娩（194％）、精神疾患（138％）、
小児疾患（121％）、内分泌・栄養・代謝に関する疾患（116％）、外傷・
熱傷・中毒（111％）眼科系疾患（110％）の 6 分野だった。逆に
10％以上減少したのは、金骨格系疾患（65％）、循環器系疾患（79％）
神経系疾患（88％）の 3 分野で、いずれも震災前に石巻市立病院で
の治療実績があった。　考察：震災前に石巻赤十字病院の診療実績
のうち女性生殖器疾患及び・異常妊娠分娩、精神疾患、小児疾患が
著増したのは地域医療を担っていた DPC 病院以外の医療機関も被
災した為に、地域のニーズの全てが石巻赤十字病院に集中した為だ
が、震災前に石巻市立病院でも治療実績があったいくつかの分野で
は、石巻赤十字病院が地域医のニーズの全てに応えている訳ではな
いと判明した。
